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研究成果の概要：企業が発展、成長するためには、顧客との関係性を高めなければならない。

言葉を換えれば固定客を捕まえて離さないようにするとともに、新たな固定客を獲得していか

なければならない。そのために企業は、イノベーションをしたり、新たな顧客を獲得したりす

る。本研究は、固定客から得られる収益である固定収益というこれまでにない全く新しい収益

概念を使って、このような企業戦略の実行を促すマネジメント・コントロールの仕組みを開発

した。 
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１．研究開始当初の背景 
管理会計においてマネジメント・コントロ

ールは、原価計算を基礎としてコストのマネ
ジメント・コントロールを中心に発展してき
た。その結果、コスト以上に企業業績を左右
するレベニューのマネジメント・コントロー
ルについては不十分であるのは否めない。レ
ベニューのマネジメント・コントロールとい
うマネジメント・コントロールの新しい分野
を切り開く必要がある。 
レベニューすなわち収益は、言うまでもな

く顧客がもたらすものである。したがって、
レベニューのマネジメント・コントロールは、
顧客戦略の実行に役立たなければならない。
このためには顧客との関係性が業績に与え
た影響を見るための会計情報が必要である。
研究代表者が発案した独自の収益概念であ
る固定収益概念は、この目的に適した会計情
報である。 

固定収益とは、「一定期間において取引の
継続性が高い顧客から得られる収益」を指す。
いわばリピート客からの収益であり、固定収



益は、リピートの頻度によって顧客との関係
性の程度を捕らえて、それが収益ひいては利
益、キャッシュフローにどのような影響を与
えたかを可視化できる収益概念と言える。 
このような固定収益概念の特長を活かすこ
とで、レベニューのマネジメント・コントロ
ールという新分野を開拓できる。 
以上の着眼が研究の背景である。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，「固定収益概念に依拠し

たマネジメント・コントロール・モデルの構
築」をすることである。そのために次の 4 つ
の研究課題を設定する。 

 
（1）研究課題Ⅰ：固定収益の先行指標につ

いての実証研究 
固定収益は、強固な顧客との関係性を前提

として実現する収益である。一方、顧客と強
固な関係性を構築するには相当程度の時間
を要する。そのため、固定収益のマネジメン
ト・コントロールには先行指標が欠かせない。
そこで、固定収益の先行指標を実証的に探る。 

 
（2）研究課題Ⅱ：固定収益の財務的効果に

ついての実証研究 
固定収益は，財務的な安定性や（収益がス

トックとして積みあがるという意味で）成長
性の向上という効果をもつと考えられる。こ
れら効果を実証的に検討する。 

 
（3）研究課題Ⅲ：固定収益とイノベーショ

ンとの関係についての実証研究 
固定収益は、安定的なフリー･キャッシュ

フローの獲得とそれによる資本コストの低
減に貢献し、新しい価値提供に向けてのイノ
ベーションへの投資を容易にする効果があ
ると考えられる。また、環境変化が加速する
なかで組織は、この効果を梃子にイノベーシ
ョンに取り組まなければとり残されること
になる。このような視点から固定収益とイノ
ベーションとの関係を考察する。 

 
（4）研究課題Ⅳ：固定収益概念に依拠した

マネジメント・コントロール・モデル
の構築 

上述の研究課題Ⅰ～Ⅲにおける考察を踏
まえて、固定収益概念に依拠したマネジメン
ト・コントロール・モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 
（1）研究課題Ⅰ：固定収益の先行指標につ

いての実証研究 
ホテル・チェーン A 社の協力のもとで，従

業員と顧客を対象にアンケート調査を実施
することによって、固定収益の先行指標とし
て組織関連指標，従業員関連指標，顧客関連

指標を測定し，さらに顧客取引データから固
定収益を測定して，それらの関係を階層的重
銃回帰分析および共分散構造分析によって
明らかにする。 

 
（2）研究課題Ⅱ：固定収益の財務的効果に

ついての実証研究 
上述のホテル・チェーン A 社の協力を受け

て，傘下のホテルごとの固定収益を測定し，
それが営業利益変動に与える影響について
分析する。さらに，固定収益概念に基づいた
キャッシュフロー・モデルを設定し、キャッ
シュフローと CAPM 理論に依拠した資本コ
スト概念を関係付けたうえで、シミュレーシ
ョンによる実験をとおして、定収益と資本コ
ストとの関係について明らかにする。 

 
（3）研究課題Ⅲ：固定収益とイノベーショ

ンとの関係についての実証研究 
企業などへのインタビュー調査に基づい

て既存製品のライフサイクルと新規製品の
出現についての確率変数の水準を設定し、シ
ミュレーションによる実験をすることで、固
定収益水準と必要となるイノベーション投
資との関係を明らかにする。 

 
（4）研究課題Ⅳ：固定収益概念に依拠した

マネジメント・コントロール・モデル
の構築 

上述の研究課題Ⅰ～Ⅲにおける考察を踏
まえて固定収益概念に依拠したマネジメン
ト・コントロールの仮説としてのモデルを設
定し、社会人院生に働きかけてアクションリ
サーチを実施し、その結果を踏まえて理論モ
デルを構築する。 
 
４．研究成果 
（1）研究課題Ⅰ：固定収益の先行指標につ

いての実証研究 
固定収益と顧客満足といった顧客関連指

標との間に相関があることが明らかとなっ
た。一方、顧客関連指標の増減が固定収益の
増減を先行するという結果は得られなかっ
た。これは顧客関連指標と固定収益は同時的
な指標であることを意味する。これらの研究
成果から、固定収益が顧客満足といった非財
務指標を包含する指標としての可能性を持
つことが明らかとなった。 
なお、顧客関連指標の先行指標として従業

員満足といった従業員関連指標があるとい
う示唆を得た。 

 
（2）研究課題Ⅱ：固定収益の財務的効果に

ついての実証研究 
固定収益が利益変動を抑える可能性が高

いことがホテル・チェーン A 社から提供され
たデータによって明らかとなった。さらに、



数理モデルによる検証によって、利益変動を
抑える効果が企業価値に大きな影響を与え
ることを確認した。また、シミュレーション
実験によって、この利益変動抑制効果が収益
の成長性にプラスに作用することが明らか
となった。これらの結果から、固定収益概念
を利用して収益のマネジメント・コントロー
ルが企業価値やその成長をコントロールす
る上で、ひいては企業戦略の実行を支援する
のに有効であるという示唆を得た。 

 
（3）研究課題Ⅲ：固定収益とイノベーショ

ンとの関係についての実証研究 
安定的なキャッシュフローの源泉である

固定収益が投資リスクを減らすことが、シミ
ュレーション実験によって明らかとなった。
さらに、一定の固定収益を維持するために、
固定収益の源である固定客の比率をマネジ
メントする必要があると知った。この発見が
顧客ミックスの財務への影響を可視化する
モデルとしてバスタブモデルというこれま
でにない全く新しい管理会計モデルの発案
につながった。 

 
（4）研究課題Ⅳ：固定収益概念に依拠した

マネジメント・コントロール・モデル
の構築 

社会人院生によって、小売業と部品製造業、
ホテル業に固定収益概念に依拠したマネジ
メント・コントロールの仮説としてのモデル
を適応し、その経過を観察できた。この観察
を通して、損益計算書やキャッシュフロー計
算書の基本フォーム、顧客からみたイノベー
ションの必要性の可視化モデル、顧客関係性
差異分析といった収益のマネジメント・コン
トロールの中核を担うモデルを構築できた。
さらに、前述のバスタブモデルをこの顧客関
係性分析に適応する理論フレームワークが
開発された。 
今後、これらの成果を十分に検討し、本に

まとめ、レベニューのマネジメント・コント
ロールという新分野を世に問いたい。 
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